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建学の理念とは、学校の教育に対して持っている基本的な考え方です。 

すべての授業・研修・学校行事等この理念をベースに組み立てられており、学校にとって

大変重要な考え方なのです。 

 

①実学教育とは 

各々の業界で活躍することを夢見ている学生諸君にとって、その業界で仕事をするため

の基本的な技術であり、知識であります。 

また、資格を取得する必要がある場合は、それに合格しうる技術・知識を習得してもら

うことを何より大切と考えています。 

即戦力となるために学力（技術力・知識力）を磨くわけです。一時間といえども無駄な

授業はありません。まず、出席すること、そして授業に没頭することが大切です。 

②人間教育とは 

いかに技術的に優れていても人間性に欠けていたら決して信頼される人間にはなりま

せん。学校には、“今日も笑顔であいさつを”の標語がいたるところに掲示されていま

す。 

笑顔のあいさつから一日が始まり、人と人とのコミュニケーションが始まります。 

むずかしい社会のしきたり・きまりも相手を尊敬し、信頼するあたりまえの簡単な行為

からときほぐされてゆきます。 

授業・研修等の種々のカリキュラムを通じて人の大切さの精神を育み、心の問題を考え

社会人としての基本的なマナーはもちろん、ビジネスマインドをしっかり持ち、社会人

としての身構え、心構えをしっかり持った人材の育成に力をいれています。 

③国際教育とは 

２１世紀はボーダーレスの時代といわれています。あらゆるジャンルにおいて外国の

方々とビジネスをする事が普通のこととなるでしょう。また、インターネットの利用も

急激に増えることでしょう。国際化＝英会話とのみ考えるのではなく、コミュニケーシ

ョンの手段として英会話（英語理解力）は大切な要素となりますが、相手のことを考え、



相手の国のことを考えることも大切なことです。同時に自国のこと（歴史・文化・伝統）、

自分のことを良く知り主張できることも大切です。つまり国際的な感性を学び知ること

の方がもっと大切です。 

留学生との交流・海外研修・英会話授業・インターネット利用等を通じて国際性を高め、

国際的な感性を身につけてもらうことを建学の理念としています。 

 

 

学校の沿革 
 

２００４年４月       東京フィルムセンタースクールオブアート専門学校 開校 

２０１０年４月    東京フィルムセンター映画・俳優専門学校 校名変更 

 


